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The activity of carbonic anhydrase (CA) was positively correlated to the respiratory activity in 

crude extracts prepared from grill of Akoya oyster. The availability for estimation of character 
preferred the ratio of the CA activities of mantle and grill to that of grill that has been used as an 
index of character so far. Two dimensional electrophoresis analysis for crude extracts of 
shell-ligament revealed that the breeding between the Japanese oyster and the cross oyster 
between Japan and China was able to dicriminate. These observations point to a significant 
utilization of the distinguished breeding for Akoya oyster. 
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１．はじめに 

 近年，病原体の感染によるアコヤ貝の大量斃死

が問題となり，その対策として中国系貝の導入が

行われている．しかしながら，中国系貝は成長が

遅く，その真珠も日本貝と比べて品質が劣るなど

の問題がある．この事から，三重県でも感染症に

対する耐病性の優れた貝の作出を行ってきた１）．

その優良系統の作出を行うためには，選抜育種の

指標が重要で，これまでに血球の性状や炭酸脱水

酵素活性がその指標として知られている２）．病原

体に感染したアコヤ貝は，その血球崩壊が著しく，

併せて貝柱の赤変が起こることが知られており，

この血球の性状指標を利用して耐病性貝の「松」

が作出された 2）．一方，炭酸脱水酵素活性は，貝

殻及び真珠の主成分である炭酸カルシウムの代謝 
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に関わる酵素であることから，真珠の品質向上の

ための指標とされてきた．近年，炭酸脱水酵素活

性の高い貝が，感染症に対して抵抗性があること

が明らかとなり，親貝の選抜育種の指標としても

広く利用されつつある３）．この炭酸脱水素酵素活

性は，外套膜または血液をその試料としていたが，

本研究では，外套膜と鰓の炭酸脱水酵素に注目し，

その活性比が斃死率と高い相関があることを報告

する． 

現在，アコヤ貝の中国産系貝と日本系貝との交

雑（ハイブリッド）系貝が広く真珠生産の母貝と

して利用されている．この事から，日本並びに中

国産貝の遺伝的指標による識別法が求められ，遺

伝子レベルによる系統解析が盛んに行われている
４），５）．これらの識別法は品種判別が主目的で，優

良貝の選抜指標として利用するには不十分である．

本研究では，品種判別方法として，タンパク質の








